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【年度計画 56】 

 

 

平成 23年度 ｅラーニング教材一覧（医療安全教育教材） 

 

 

【医療安全教育教材】 

掲載月日 内容 対象 対象者数 受講者数 

6／1～6／30 

医療安全管理室 

｢暴力対応－コードホワイトについ

て｣ 

全職員 1,386 769

業務課（防災） 

｢名市大病院の防災管理｣ 
全職員 1,386 645

7／1～7／31 

緩和ケア部 

｢適切かつ安全な緩和ケアを行うた

めに｣ 

全職員 1,386 884

8／2～8／31 

中央放射線部 

「医療被ばくと放射線障害につい

て」 

医師・

看護師
1,176 796

総合研修センター 

「卒後臨床研修の今」 
医師 420 171

9／1～9／30 

医療安全管理室 

「Non-technical skill の重要性」 
全職員 1,386 895

中央手術部 

「中央手術部での医療安全の取り組

みについて」 

全職員 1,386 907

10／1～10／31 

病理部・中央臨床検査部 

「病理検体を提出する場合の注意

点」 

医師・

看護師
1,176 740

11／1～11／30 

腎臓内科 

「含 Mg 製剤投与中は血清 Mg 値を確

認しましょう」 

医師 420 186

薬剤部 

「抗凝固薬について（最近の適性使

用情報を中心に）」 

全職員 1,386 844

12／7～1／6 

救命救急センター 

「コードブルー さらなる向上を目

指して」 

全職員 1,386 1,005

看護部 

「酸素吸入中の患者の車椅子搬送」
看護師 756 636
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掲載月日 内容 対象 対象者数 受講者数 

「留置物のある患者の車椅子への移

乗と移送の介助」 

「ストレッチャーへの移乗と移送の

介助」 

1／1～1／31 
医事課 

「個人情報保護研修」 
全職員 1,386 1,011

2／1～2／29 

消化器・一般外科（診療科 4Ｇ） 

「食道癌周術期管理」 
医師 420 132

業務課（ＭＥセンター） 

「ＭＥ機器の取扱について」 

事務除

く全職

員 

1,334 831

※「対象者数」は、平成 23 年 7 月 1 日現在の数字 
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【年度計画 56】 

平成 23年度 ｅラーニング教材一覧表 

（リスクマネージャー会議、研修会・講演会） 

 

 

【リスクマネージャー会議】 

掲載月日 内容 対象者（全職員） 受講者（人） 

4／13～5／12 4 月リスクマネージャー会議 1,386 915

5／12～6／10 5 月リスクマネージャー会議 1,386 1,004

6／8～7／7 6 月リスクマネージャー会議 1,386 1,005

7／18～8／19 7 月リスクマネージャー会議 1,386 1,003

8／9～9／8 8 月リスクマネージャー会議 1,386 1,031

9／6～10／5 9 月リスクマネージャー会議 1,386 955

10／13～11／12 10 月リスクマネージャー会議 1,386 978

11／10～12／9 11 月リスクマネージャー会議 1,386 916

12／7～1／6 12 月リスクマネージャー会議 1,386 1,074

1／12～2／11 1 月リスクマネージャー会議 1,386 1,071

2／13～3／12 2 月リスクマネージャー会議 1,386 938

3／15～4／14 3 月リスクマネージャー会議 1,386 805

 

 

【講演会・研修・その他】 

掲載月日 内容 対象者（全職員） 受講者（人） 

7／5～7／31 第 1 回医療事故防止講演会 1,386 1,034

7／18～8／19 医薬品安全管理研修会 1,386 1,096

8／27～9／26 第 1 回危機管理研修会 1,386 1,081

11／16～11／29 
安全管理マニュアルポケット

版改訂について（アンケート）
1,386 548

12／27～1／26 安全管理講習会（ＡＥＤ講習会） 1,386 909

2／7～3／6 第 2 回医療事故防止講演会 1,386 1,044

3／6～4／5 第 2 回医薬品安全管理研修会 1,386 893

3／8～4／7 第 2 回危機管理研修会 1,386 901

 

※「対象者（全職員）」は、平成 23 年 7 月 1 日現在の数字 
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役員会の主な議題 

 

第 67 回 平成 23 年４月６日開催 

審議事項なし。（報告事項のみ。） 

第 68 回 平成 23 年５月 18 日開催 

１．薬学研究科の設置（改組）について 

２．芸術工学部及び芸術工学研究科の組織改正について 

３．教員の人事について 

第 69 回 平成 23 年６月１日開催 

１．芸術工学部新学科名について 

２．平成 23 年度補正予算（第１次）専決処分の追認について 

３．教員の人事について 

第 70 回 平成 23 年６月 29 日開催 

１．平成 22 年度決算について 

２．平成 22 年度業務実績報告書（案）について 

３．第二期中期目標（案）について 

４．教員の人事について 

第 71 回 平成 23 年８月３日開催 

１．平成 24 年度予算の編成について 

２．寄付物件の受納について 

３．教員の人事について 

第 72 回 平成 23 年９月７日開催 

１．教員の人事について 

第 73 回 平成 23 年９月 29 日開催 

１．平成 23 年度補正予算（第２次）について 

２．平成 23 年度補正予算（第３次）について 

３．平成 23 年度年度計画の変更について 

４．教員の人事について 

第 74 回 平成 23 年 11 月２日開催 

１．平成 23 年度補正予算（第４次）専決処分の追認について 

２．寄付物件（山の畑キャンパス正門東の土地及び建物）の使途について 

３．教員の人事について 

第 75 回 平成 23 年 12 月７日開催 

１．平成 23 年度中間決算について 

２．教員の人事について 

第 76 回 平成 24 年１月４日開催 

【年度計画 72】 
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１．人文社会学部の改組について 

２．第二期中期計画（案）について 

３．平成 23 年度補正予算（第５次）について 

４．教員の人事について 

第 77 回 平成 24 年２月１日開催 

１．第二期中期計画（最終案）について 

２．教員の人事について 

第 78 回 平成 24 年３月７日開催 

１．平成 24 年度予算案について 

２．蓼名荘の売却について 

３．教員の人事について 

第 79 回 平成 24 年３月 21 日開催 

１．平成 24 年度年度計画について 

２．教員の人事について 
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経営審議会の主な議題 

 

第１回 平成 23 年 6 月 24 日開催 

１．平成２３年度補正予算（第１次）専決処分の追認について 

２．平成２２年度決算について 

３．平成２２年度業務実績報告（案）について 

４．第二期中期目標（案）について 

第２回 平成 23 年 9 月 16 日開催 

１．平成２３年度補正予算（第２次）について 

２．平成２３年度補正予算（第３次）について 

３．平成２３年度年度計画の変更について 

第３回 平成 23 年 12 月 27 日開催 

１．平成２３年度中間決算について 

２．平成２３年度補正予算（第４次）専決処分の追認について 

３．平成２３年度補正予算（第５次）について 

４．第二期中期計画（案）について 

第４回 平成 24 年 3 月 6 日開催 

  １．平成２４年度年度計画（案）について 

  ２．平成２４年度予算（案）について 
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教育研究審議会の主な議題 

 

第１回 平成 23 年 5 月 17 日開催 

１．理事長選考会議委員の選出について 

２．薬学研究科博士課程及び博士後期課程の設置について 

３．芸術工学部及び芸術工学研究科の改組について 

４．経済学研究科履修規程の改正について 

第２回 平成 23 年７月 12 日開催 

１．大学院進学の定義に係る大学院学則の改正について 

２．人文社会学部の改組について 

３．第二期中期目標（案）について 

第３回 平成 23 年 10 月 11 日開催 

審議事項なし。（報告事項のみ。） 

第４回 平成 23 年 12 月 13 日開催 

１．第二期中期計画（案）について 

第５回 平成 24 年 3 月１日開催 

１．名誉教授の称号付与について 

２．平成 24 年度年度計画（案）について 

３．履修規程の改正について 

４．名古屋市立大学大学院薬学研究科及び名古屋工業大学大学院工学研究

科の共同大学院設置について 

５．大学全体の教育の質の向上の推進に向けた委員会等の見直しについて 
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【年度計画73】 システム自然科学研究科による検討資料
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システム自然科学研究科による検討資料



変更の事由及び時期を記載した書類 

１ 設 置 者 公立
こうりつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

名古屋市
な ご や し

立
りつ

大学
だいがく

 

２ 大 学 の 名 称 名古屋市
な ご や し

立
りつ

大学
だいがく

 

３ 大学本部の位置 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１番地 

４ 変 更 の 事 由 

  人文社会学部は、「ウェルビーイング well-being（豊かで人間らしい生き
方）を可能にする社会の実現への貢献」を学部理念として掲げ、人文科学と

社会科学の諸領域の知的遺産を学際的に総合して教育研究を行うべく平成 8
年に発足し、１６年が経過している。この間、人文社会学部は多くの優秀な

卒業生を社会に送り出し、彼等の社会的貢献を通して、高い社会的評価を受

けている。 
  ２１世紀の世界は地球環境危機、グローバル化、少子高齢化、エネルギー・

資源問題などに直面し、人間存在についての新しいパラダイムを模索してい

る。これら２１世紀的課題に対処するために、「ESD（持続可能な開発のた
めの教育）」を日本政府が提案し、国連が取り組むことになった。人文社会

学部は、人文社会学的見地から、ESDにおける「開発・発展」を、物質的な
富の増大ではなく、「人間的な豊かさ well-being」の広がりと共有だと考え、
ESD of human well-beingすなわち「豊かで人間らしい生き方のための持続
可能な地域社会と地球社会をつくるための教育」を新たな目標として設定し

た。 
この目標を実現すべく、従来のカリキュラムおよび教員の学科所属を見直し、

「人間科学科」を心理と教育に重点を置いた「心理教育学科」という名称に変

更し、「心理教育学科」「現代社会学科」「国際文化学科」という３学科体制

に改めるものである。 

５ 変更の時期 

  平成２５年４月１日 

６ 届出学部等の概要 

届出学部等の

名称 
修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員 

学位又は

称号 

開設時期

及び開設

年次 

所 在 地 

人文社会学

部 

心理教育学

科 

 

  年 

 

  ４ 

   人 

 

 ５９ 

 

  年次 

   人 

 ３年次 

   ２ 

  

   人 

 

２４０ 

 

 

 

学士 

（人文

社会学）

 年月 

 

平成 25

年 4月 

愛知県名古屋市瑞穂

区瑞穂町字山の畑 1番

地 
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別紙様式3

備　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員
学位又
は称号

年 人
年次
人

人

3年次

4
59
(50)

2
(10)

240
(220)

学士
（人文社会
学）

3年次

4
67
(50)

6
(10)

280
(220)

学士
（人文社会
学）

3年次

4
68
(55)

4
(-)

280
(220)

学士
（人文社会
学）

看護学科 ４
82

（80)
ー

328
（320)

学士
（看護学）

計
276

（235)
12
(20)

1128
（980)

単位数

人間科学科 155 98 20 132

現代社会学科 197 61 14 132

国際文化学科 199 70 27 132

148 37 17 126

教授 准教授 講師 助教 計 助手

8
(7)

5
(5)

0
(0)

0
(0)

13
(12)

0
（0）

11
(10)

5
(5)

0
(0)

0
(0)

16
(15)

0
（0）

12
(12)

5
(5)

0
(0)

0
(0)

17
(17)

0
（0）

8
(8)

8
(8)

6
(6)

10
(10)

32
(32)

0
（0）

3９
(３７)

２３
(２３)

６
(６)

１０
（１0）

７８
(７６)

0
（0）

39
(39)

35
(35)

56
(56)

148
(148)

278
(278)

0
（0）

16
(15)

12
(12)

7
(6)

11
(1１)

46
(4４)

0
（0）

4
(4)

4
(4)

2
(2)

3
(3)

13
(13)

0
（0）

11
(11)

7
(7)

0
(0)

0
(0)

18
(18)

2
（2）

10
(10)

3
(3)

0
(0)

0
(0)

13
(13)

1
（1）

7
(7)

3
(3)

0
(0)

0
(0)

10
(10)

1
（1）

芸術工学部
　情報環境デザイン学科

4
（4）

５
（5）

0
(0)

0
(0)

9
（9）

0
（0）

６
（4）

２
（3）

0
(0)

0
(0)

８
（7）

0
（0）

芸術工学部
　建築都市デザイン学科

8
（8）

5
（5）

0
(0)

1
（1）

14
（14）

0
（0）

14
(14)

８
(8)

0
(0)

1
(1)

23
(23)

0
（0）

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
（0）

0
（0）

1１９
(1１６)

８４
（８５）

６５
（６４）

1６4
（1６4）

4３２
（4２９）

4
（4）

158
(153)

107
(108)

71
(70)

174
(174)

510
(505)

4
(4)

フ　リ　ガ　ナ 　ﾅ  ｺﾞ ﾔ  ｼ  ﾘ  ﾂ  ﾀﾞ ｲ  ｶﾞ ｸ

変更の時期 　平成25年４月１日

大学本部の位置 　愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１番地

届
出
学
部
等
の
概
要

届出学部等の名称

入学定員には、看護
師に加え、保健師資
格取得を選択する者
20名を含む。

39
 (14）

55
 (30）

57
 (28）

16
 (16）

看護学部
　看護学科

愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄
1番地

変更の事由

・人文社会学部は、「ウェルビーイングwell－being（豊かで人間らしい生き方）を可能にする社会の実現への貢献」を学部理念と
して掲げ、人文科学と社会科学の諸領域の知的遺産を学際的に総合して教育研究を行うべく平成8年に発足し、16年が経過してい
る。この間、人文社会学部は多くの優秀な卒業生を社会に送り出し、彼等の社会的貢献を通して、高い社会的評価を受けている。
21世紀の世界は地球環境危機、グローバル化、少子高齢化、エネルギー・資源問題などに直面し、人間存在についての新しいパラ
ダイムを模索している。これら21世紀的課題に対処するために、「ESD(持続可能な開発のための教育）」を日本政府が提案し、
国連が取り組むことになった。人文社会学部は、人文社会学的見地から、ESDにおける「開発・発展」を、物質的な富の増大では
なく、「人間的な豊かさwell- being」の広がりと共有だと考え、ESD of human well-being すなわち「豊かで人間らしい生き
方のための持続可能な地域社会と地球社会をつくるための教育」を新たな目標として設定した。この目標を実現すべく、従来のカ
リキュラムおよび教員の学科所属を見直し、「人間科学科」を心理と教育に重点を置いた「心理教育学科」という名称に変更し、
「心理教育学科」「現代社会学科」「国際文化学科」という3学科体制に改め、また人文社会学的ESDの社会的必要性に対応すべ
く、収容定員を660名から800名へ140名増員するために学則を改正するものである。
・平成23年3月11日に発生した東日本大震災において多くの被害のあった岩手県陸前高田市に対して、名古屋市では復興支援のた
め「陸前高田市丸ごと支援」を実施していることから、このたび、陸前高田市より名古屋市に対して、さらなる復興支援のため、
将来指導的立場を担う看護師の育成について協力依頼があった。これを受け、名古屋市より教育機関としての本学（名古屋市立大
学）に対して看護学部看護学科への学生の受け入れについて協力依頼があり、これを受けて同学科における推薦入試において陸前
高田市枠２名を設け、受け入れを行うものである。なお、陸前高田市枠の設置については、実施の趣旨からも臨時的な措置とし、
平成25年度から29年度の入学者に対して適用するものである。

大 学 の 名 称 　名　古　屋　市　立　大　学　

設　　置　　者

変更の事由及び時期等を記載した書類

事　　　　　項 記　　　　　入　　　　　欄

フ　リ　ガ　ナ 　ｺｳﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾅｺﾞﾔｼﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸ

　公立大学法人　名古屋市立大学

　　　　　年　　月
　　　第　年次 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の

畑1番地

平成25年4月

第1年次

開設時期及
び開設年次

所在地

人間科学科

現代社会学科

国際文化学科

人文社会学部

　科目

同一設置者内における変更状況
（定員の移行、名称の変更等）

看護学部

・平成25年4月 薬学研究科に名古屋工業大学との共同大学院　共同ナノメディシン科学専攻（博士後期課程）の設置
・平成25年４月人文社会学部人間科学科を心理教育学科に名称変更

5
(5)

2
(2)

20７
(207)

教
育
課
程

届出学部等の名称
卒業要件
単位数

人文社会学部

人文社会学部
　国際文化学科

296

看護学部　看護学科

教
員
組
織
の
概
要

学部等の名称
専任教員等

5
(５)

計
167
 (88）

経済学部
　公共政策学科

芸術工学部
　産業イノベーションデザイン学科

13
（1）

（教養教育）

人文社会学部
　現代社会学科

経済学部
　会計ファイナンス学科

366
(340)

7
(7)

7
（0）

講義 演習 実験・実習

　科目 　科目

273

272

202

計

　科目

105
(105)

自然科学研究教育センター
7
(7)

兼任
教員

合　　計

既
設
分

医学部
　医学科

薬学部
　薬学科

薬学部
　生命薬科学科

届
出
分

人文社会学部
　人間科学科

533
(428)

7
（0）

経済学部
　マネジメントシステム学科

1
(1)

計

120



人 人 人

 教員1人当りの研究費等

人文社会学部 人文社会学部

看護学部 看護学部

人文社会学部

看護学部

千円 千円 千円 千円 千円 千円

767.8 535.8 535.8 535.8 － －

千円 千円 千円 千円 千円 千円

867.8 535.8 535.8 535.8 － －

年 人 年次 人 倍 年

医学部 人 愛知県名古屋市瑞穂区

 瑞穂町字川澄1番地

薬学部 愛知県名古屋市瑞穂区

 田辺通3丁目1番地

経済学部 愛知県名古屋市瑞穂区

　公共政策学科  瑞穂町字山の畑1番地

　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ学科

　会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科

愛知県名古屋市瑞穂区

 瑞穂町字山の畑1番地

愛知県名古屋市千種区

 北千種二丁目1番10号

　産業イノベーションデザイン学科

愛知県名古屋市瑞穂区

　　看護学科  瑞穂町字川澄1番地

20,423 20,911

30,000 30,000

設備購入費

499 486

4,704

6,990

95

4,633 4,633

運営費交付金をもって充当する。

 

 

（名古屋市住民等）

40

4,633

学生納付金以外の維持方法の概要

4

 現代社会学科

 国際文化学科

 人間科学科 50

人文社会学部

学生１人当り納付金

　　生命薬科学科

4

3年次

60

　　薬学科 606

80

4

320

90 360

年　限

編入学 

第4年次第3年次第1年次

開　設

年　度

10

学士

〃

4

4

4  

（経済学） 

80

1.06

120

4

4

4

 

160

30

 

 1.00

1.03

1.10

（看護学）

 

30

120

〃

（芸術工学）

4 50

220

10

55

平成１１

平成24

平成24

220

220

1.02

1.03

1.02

320

1.04

平成８

1.03学士

（人間科学）

（国際文化学）

1.08

1.08

学士

芸術工学部

　情報環境デザイン学科

平成１８

平成１９

平成１９

平成１９

平成８（現代社会学）

160

平成８

講　　義　　室 実 験 実 習 室

完成年度

8６ 室

専  任  教  員  研  究  室

 教室等

区　分

経費の見積

り及び維持

方法の概要

人文社会学部

656

共用する他の
学校等の専用

共　　　用

㎡

看護学部

（経営学）

〃

学士

学士

6

校　　地　　等

校　　　　　舎

共用する他の
学校等の専用

㎡

専　　　用

㎡

0

㎡

0
( ０　㎡ ）

共　　　用専　　　用

共同研究費として特別研
究奨励費が全学で
30,000千円計上され、
学長裁量により各教員に
配分。

6,984

4,7044,704

千円

開設年度

千円

完成年度開設前年度

6,983

千円千円

千円千円

千円

656

図書購入費

20,398

第6年次第5年次

 240

（薬学）

（薬科学）

定　員 

超過率

平成１８

1.00

537 （医学）

定　員 定　員

学位又 

千円

第2年次

は称号

（その他の者）

 1.00

1.22

経
費
の
見
積
り

千円

学部等の名称

開設年度区　　　　分

千円

 共  同  研  究  費  等

入　学 

360 1.20

1.28

学士

㎡

207，949.98
(207，949.98㎡)

㎡

0
(　0　㎡　)

新設学部等の名称

看護学部

室　　　　　数

２９　室　　

55  室
              　　　 0 室
(補助職員  0人)

                 13  室
(補助職員 　0 人)

113 室

５９　室　　

大学全体
キャンパス所在地
（桜山（川澄）キャンパス）
愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川
澄1番地
（(滝子（山の畑）キャンパス）
愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字山
の畑1番地
（田辺通キャンパス）
愛知県名古屋市瑞穂区田辺通3丁
目1番地
（北千種キャンパス）
愛知県名古屋市千種区北千種二丁
目1番10号

計

1,319

計

(1,319)

専　　任

(1,170)

兼　　任

1,170 149

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称

　　医学科

収　容 

定　員

　名 古 屋 市 立 大 学

(149)

教員以外の職員

202,066.16

演　　習　　室

計

㎡

0

情報処理学習施設

㎡

202,066.16

207，949.98
(207，949.98㎡)

平成22　建築都市デザイン学科 4 40  

語学学習施設

所　在　地
修　業

昭和２５
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ビジュアルデザイン 

プロダクトデザイン 

情報工学 

メディアデザイン 

インタラクション 

デザイン 

情報通信工学 

グラフィック 

デザイン 

プロダクトデザイン 

機械電気工学 

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
領
域 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

デ
ザ
イ
ン
領
域 

建
築
都
市
領
域 

建築設計 

構 造 

環 境 

都 市 

学生 80 教員 29 学生 100 教員  31 

情
報
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

30

(9) 

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

デ
ザ
イ
ン
学
科
30

(8)

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

40

(14) 

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科 40

(14) 

建築設計 

構 造 

環 境 

都 市 

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科 

 
 
 
 
 
 

40

(15) 

デ
ザ
イ
ン
情
報
領
域 

建
築
都
市
領
域 

芸術工学研究科 芸術工学研究科 
芸術工学部 

市立大学芸術工学部及び芸術工学研究科の組織改正について（参考） 

１ 概 要 

  平成24年4月1日から市立大学芸術工学部のデザイン情報学科を情報環境デザイン学科と産
業イノベーションデザイン学科とし、現行の 2学科から 3学科へ組織改正する。また、学部入

学定員を 100 名へ、大学院博士前期課程入学定員を 30 名へ、教員を 31 名へ、それぞれ変更す

る。 
 この改正に伴う支出増については、この改正に伴う収入増を充てる。 

２ 組織改正内容 

 ＊表中の数字は学生定員， 
（ ）内数字は教員定員 

学生 30 

新 

現 

学生 25 

３ 組織改正理由 

○近年、著しく成長しているメディアデザイン、インタラクションデザイン、情報通信工

学の分野を情報環境デザイン学科として設置し、分野の成長に合わせた、当該分野に特化

した教育・研究を行うことにより、教育・研究体制を強化する。 
○デザイン情報学科を情報環境デザイン学科と産業イノベーションデザイン学科の 2 学科

とすることで、専攻内容をより専門化して学部の教育内容がより明確になり、受験生の芸

術工学部への受験志願を容易にする。 

○学科の組織改正により、学生の将来の目指す進路を、主に情報環境デザイン学科は新規

分野のベンチャー企業、産業イノベーションデザイン学科は企業デザイン部として明確化

することで、学生の就学意欲を高める。 

○平成 8 年度の学部設立から 16 年を経過することとなる平成 23 年度末に、学部設立当初

から在職する 4 名の教員が定年退職することとなるので、社会情勢の変化にあわせて学部

の今後のあり方を再考し、そのために必要な分野の教員を補充する。 
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公立大学法人名古屋市立大学教員業績評価実施要項 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は、公立大学法人名古屋市立大学職員就業規則（平成 18 年公立大学

法人名古屋市立大学達第 10 号。以下「就業規則」という。）第 10 条の規定に基づき、

研究科及び学部（以下「研究科等」という。）が実施する教員の業績評価に関し、必

要な事項を定める。 

（対象） 

第２条 業績評価の対象は、就業規則第２条第１項に規定する教員（助手を除く。以下

同じ。）とする。 

（評価領域） 

第３条 業績評価は、原則として教員の活動を教育、研究、社会貢献、管理・運営、診

療等の領域に分類し、実施する。 

（評価期間等） 

第４条 業績評価は、原則として研究科等において毎年度実施する。 

２ 業績評価の対象期間及び評価基準は、研究科等において定めるものとする。 

（評価手続等） 

第５条 教員は、評価対象期間の活動実績等を自己評価し、研究科等が定める手続きに

より関係書類を提出する。 

２ 研究科等は、各教員から提出された自己評価を元に、当該教員の活動実績等を評価

する。 

（評価結果の処遇等への反映） 

第６条 理事長は、業績評価の結果に基づき、次の各号のいずれかの措置をとることが

できる。 

（１）理事長による表彰 

（２）特別昇給等給与への反映 

（３）教育・研究活動への助成 

（４）その他理事長が特に必要と認める措置 

（雑則） 

第７条 教員業績評価に関し必要な事項は、この要項に定めるもののほか、理事長が別

に定める。 

 

附  則 

１ この要項は、平成 24 年 4 月１日から施行する。 

２ 当分の間、公立大学法人名古屋市立大学教員の任期に関する規程（平成 18 年公立

大学法人名古屋市立大学達第 11 号）に基づく再任に関する審査については、この要

項に基づく業績評価とみなすことができるものとする。 
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中
下
上
中
下
上
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下
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中
下
上
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上
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下
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研
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２
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修
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３
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新
規
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者
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修
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務
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と
新
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採
用
者
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見
交
換

中
堅
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員
研
修

中
堅
職
員
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修
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務
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長
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意
見
交
換

新
規
経
理
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者
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務
研
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経
理
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務
担
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者
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修
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理
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倫
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修

職
業
倫
理
講
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会
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ラ
ス
メ
ン
ト
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修

他
機
関
と
の
連
携
研
修
・
人
事
交
流

愛
知
県
立
大
学
合
同
研
修

合
同
新
規
採
用
者
研
修

合
同
パ
ソ
コ
ン
研
修

名
古
屋
市
派
遣
研
修

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
等

研
　
修
　
区
　
分

３
月

階
層
別
研
修

実
務
研
修

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

９
月

１
０
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月
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平成２３年度に実施した研修の概要

１　階層別研修
　（１）新規採用者研修

第１回新規採用者研修
目的 本学職員として必要とされる基本的知識を習得する
対象 平成22年5月1日以降採用された固有職員、契約職員（教員・研修医研究医を除く）
日程 平成23年4月5日（火）　１日

主な内容
理事長講話、市立大学の概要、中期目標・中期計画、人権、メンタルヘルス、職員倫
理、男女共同参画、勤務条件

第２回新規採用者研修
目的 実務研修、グループディスカッション
対象 平成22年5月1日以降採用された固有事務職員、契約職員（事務系職員）
日程 平成23年4月22日（金）　１日
主な内容 文書・会計事務、電子情報の取り扱い、グループディスカッション

第３回新規採用者研修
目的 仕事を通して得たもの、成長したこと等を振り返り、明日からの取り組みを考える
対象 平成22年5月1日～平成23年4月1日に採用された固有事務職員、契約職員（事務系職員）

日程 平成24年1月19日（木）　午前（外部講師）
主な内容 グループディスカッション・発表

事務局次長と新規採用者の意見交換
目的 事務局次長と新規採用者のふれあい
対象 平成22年5月1日～平成23年4月1日に採用された固有事務職員
日程 平成24年1月１9日（木）　午後１時間程度
主な内容 事務局次長から新規採用者へのメッセージと意見交換

　（２）中堅職員研修
中堅職員研修
目的 中堅職員の能力を向上させる（ロジカルシンキング）ための研修　
対象 固有職員（在職３年以上）
日程 平成24年1月18日（水）　１日（外部講師）
主な内容 職員の個性と能力を発揮（グループワーク）させる

事務局長と中堅職員の意見交換
目的 事務局長と中堅職員のふれあい
対象 固有職員（在職３年以上）
日程 平成24年1月18日（水）　午後１時間程度
主な内容 事務局長から中堅職員へのメッセージと意見交換

２　実務研修
新規経理担当者実務研修
目的 新規経理担当者に、予算、契約、支払、固定資産など経理業務に必要な知識を学ぶ
対象 新たに経理担当者として業務に携わる派遣・固有事務職員、契約職員（事務系職員）
日程 平成23年5月25日（水）　午前
主な内容 契約・支払事務、固定資産、消費税
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経理事務担当者研修
目的 経理担当者として、大学の運営、固定資産、消費税等業務に必要な知識を学ぶ
対象 経理担当者として（実務経験２～３年程度の方）業務に携わる派遣・固有・契約職員
日程 平成23年10月5日（水）　午前
主な内容 大学の主な運営財源、検査確認事務、固定資産、消費税、決算、会計監査

３　コンプライアンス研修等
　（１）倫理研修

教員倫理研修
目的 教職員として職業倫理を身に付ける
対象 全教職員
日程 平成23年6月27日（月）　午後２０分程度
主な内容 教員倫理規程の内容や個別の事例を取り上げながら説明を行う

職業倫理講演会
目的 教職員が日常業務の中で、倫理について深く考え、実践するための研修
対象 全教職員
日程 平成24年3月21日（水）　時間外（外部講師）
主な内容 本学コンプライアンスアドバイザー（顧問弁護士）による倫理講演

　（２）ハラスメント研修
ハラスメント研修
目的 大学におけるハラスメントについて理解を深め、課題と必要な対策を考える
対象 全教職員
日程 平成23年11月24日（木）　午後１時間程度（外部講師）
主な内容 大学におけるハラスメントの現状と対策について

４　他機関との連携研修・人事交流
　（１）愛知県立大学合同研修

愛知県立大学合同新規採用者研修
目的 職員の個性と能力を発揮させる
対象 平成22年5月1日～平成23年4月1日に採用された固有事務職
日程 平成24年1月19日（木）　午後（外部講師）
主な内容 愛知県立大学新規採用者との交流

愛知県立大学合同パソコン研修
目的 ExceI操作技術向上
対象 事務職員（派遣・固有・契約・パート）
日程 平成23年9月20日（火）・9月22日（木）　午後
主な内容 関数、表作成、グラフ作成、ピボットテーブル等

　（２）名古屋市派遣研修
目的 職員一人ひとりを自立・自律型人材へと育成する
対象 固有職員
日程 １年間
主な内容 若手職員の早期育成、能力開発、コミュニケーション
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名古屋市立大学 学内保育所の概要 

1 設置目的  

男女共同参画、次世代育成推進の趣旨のもとに、労働・研究と出産育児の両立支援、女

性教員の増加などを図るための施策の一つとして設置 

 

２ 施設開所日： 

平成 23年 4月 1日 

平成２２年４月１日に、旧学内保育所と旧院内保育所とを統合し、新学内保育所（さ

くらんぼ保育所）を開設（１年間は、旧学内保育所跡地にて運営） 

 

  ３ 施設概要 

場 所   : 桜山（川澄）キャンパス敷地内北東部分（旧院内保育所跡地） 

構造・規模：鉄骨造 2階建て、床面積 462.5 ㎡ 

 

４ 運営委託先： 

   社会福祉法人 緑の丘福祉会 

 

５ 保育日・保育時間 

開園日  : 月曜日～土曜日       休園日 : 日曜日・祝日・年末年始 

保育時間 : ①基本保育  7:30～ 18:00 

②延長保育 18:00～ 21:00 

③夜間保育 21:00～翌日の7:30（週２日実施） 

④一時保育   7:30～ 18:00（事前予約制） 

⑤病児・病後児保育 8:00～17:30（通常保育利用者を対象） 

 

６ 利用対象者： 

名古屋市立大学の教職員(非常勤職員を含む。)及び学生(大学院生を含む。)の子（通

常保育の保育対象となる乳幼児は、原則2歳児まで） 

 

７ 通常保育に係る定員 ： ６５名 

 

８ 保育料金： 

①通常保育  0 歳児      月額 51,500円   食費は、昼食・おやつ代は保育料 

1、2歳児   月額 41,500円   に含み、夕朝食代（300円）は 

                 別途徴収    

 （2児目以降は月額0歳児26,500円、1・2歳児21,500 円） 

 

    ②特別保育 延長保育     1 時間あたり 600円 

          夜間保育     1 回あたり 1,000円 

          一時保育     半日あたり 2,500円  

          病児・病後児保育 30分あたり  500円 
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名古屋市立大学 さくらんぼ保育所

【施設配置図】

【室内図】
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管理経費の前年度比較【中期計画No.172、年度計画No.85】

（単位：千円）

区　分 23年度 22年度 差額

 消耗品・備品費 132,897 134,459 △ 1,562 △ 1.2 %

 光熱水費 20,184 19,124 1,060 5.5 %

 賃借料 21,953 23,486 △ 1,533 △ 6.5 %

 修繕費 24,773 25,164 △ 391 △ 1.6 %

 業務委託料 241,360 238,305 3,055 1.3 %

 報酬謝金 9,641 13,111 △ 3,470 △ 26.5 %

 その他 54,174 53,617 557 1.0 %

計 504,982 507,266 △ 2,284 △ 0.5 %

増減率
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【年度計画86】

電気・ガス・水道の使用量等

エネルギー使用量

電気（kwh） ガス（m3） 水道（m3）

20年度 41,420,195 4,433,117 388,739

21年度 41,527,400 4,298,969 373,893

22年度 40,987,952 5,153,921 372,353

23年度 40,061,236 4,474,098 347,085

経常経費

経常経費（千円）

20年度 29,674,638

21年度 30,604,565

22年度 30,611,498

23年度 32,389,013

エネルギー使用量／経常経費

電気（kwh） ガス（m3） 水道（m3）

20年度 1.39581 0.14939 0.01310

21年度 1.35690 0.14047 0.01222

22年度 1.33897 0.16837 0.01216

23年度 1.23688 0.13814 0.01072
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【年度計画 94】 

「2011国際森林年名古屋市立大学市民シンポジウム」が開催されました。 
 

2011年 7月 28日（木）に、名古屋市立大学附属病院 病棟・中央診療棟 3階大ホールに
て、「2011国際森林年 名古屋市立大学市民シンポジウム」が開催されました。 
愛知県及び東海圏にて広く活動されている専門家の取組に、参加者は熱心に耳を傾けて

おり、質疑応答も活発でありました。 
 

開催日時 ： 平成 23年 7月 28日（木）午前 10時～正午 
会場   ： 名古屋市立大学附属病院 病棟・中央診療棟 3階大ホール 
主催   ： 公立大学法人名古屋市立大学 
後援   ： 林野庁・愛知県・名古屋市・東京大学演習林生態水文学研究所・ 

アイシン精機株式会社・中日新聞社 
参加者数 ： 83名 
 
 
●講演「『平成 22年度森林・林業白書』について」 

林野庁企画課年次報告班担当課長補佐  福田 淳 氏 
 
学長挨拶風景          福田氏講演 
 
 
 
 
 
 
●パネルディスカッション「森林ネットワークの可能性を考える」 
＜パネリスト＞            愛知県環境部自然環境課長  丹羽 崇人 氏 

東京大学准教授・生態水文学研究所長  蔵治 光一郎 氏 
林野庁企画課年次報告班担当課長補佐  福田 淳 氏 

＜コーディネーター＞      名古屋市立大学経済学研究科准教授  香坂 玲 氏 
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 公立大学法人名古屋市立大学と名古屋市立大学生活協同組合との間におけ

る災害時の相互協力に関する協定 
 
 
 公立大学法人名古屋市立大学（以下「甲」という。）と名古屋市立大学生活協同組合（以

下「乙」という。）は、災害時における相互協力に関する協定を以下のとおり締結する。 
 
（目的） 
第 1条 甲及び乙は、地震、風水害、大火災その他による災害（以下「災害」という。）が
発生した場合に、大学としての責任を負う立場で、相互に協力して大学構成員並びに大

学に避難してきた地域住民の安全・安定を図るものとする。 
 
（協力要請） 
第２条 甲は、災害時における応急措置のため、以下に掲げる事項が必要になった場合、乙

に、協力要請することができる。 
一 飲料及び食糧の提供 
二 食堂等施設の災害対策への利用 
三 器具・運搬車両の提供 
四 災害対策に必要な労務の提供 

 
（協力の範囲及び期間） 
第３条 乙の、前条に規定する協力は滝子及び桜山キャンパス内においてとし、期間は７日

を限度とする。ただし、甲と乙協議のうえ協力の期間を延長することができる。 
 
（緊急連絡網の構築） 
第４条 甲及び乙は、災害時における相互協力を円滑に行うため、災害時緊急連絡網を構築

するものとする。 
 
（情報の提供） 
第５条 甲は、乙に災害に関しての情報を提供するものとする。 
 
（協力の実施） 
第６条 乙は、甲からの協力要請事項に対し、協同組合の理念に基づき全国の大学生協ネッ

トワークの協力を得ながら、積極的に応えるものとする。 
 
（甲の要請手続） 
第７条 甲から乙への要請手続きは、第４条に規定する災害時緊急連絡網により、文書また

は電話等で要請するものとする。ただし、文書をもって要請できなかった場合は、その後速

やかに文書を乙へ送付するものとする。 
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（乙の受託手続き） 
第８条 乙は、甲からの要請に協力するとき、又は、協力したときは文書または電話等で受

託の報告をするものとする。ただし、文書をもって受託の報告ができなかった場合は、

その後速やかに文書を甲へ送付するものとする。 
 
（費用の負担） 
第９条 第２条各号に掲げる飲料及び食糧の提供にかかる費用の負担については、甲・乙協

議の上、決定する。 
 
（災害対策物資の管理） 
第 10条 乙は、第２条に規定する飲料及び食糧等を乙の食堂等において管理するものとす
る。 

 
（在庫状況の報告） 
第 11条 この協定の万全な実行を期すため、甲は乙に対して、飲料及び食糧等の在庫状況
について報告を求めることができる。 

 
（防災訓練等への参加） 
第 12条 乙は、甲の開催する防災訓練等に積極的に参加するものとする。 
２ 甲は、防災訓練等の実施に当たっては、事前に乙に文書で案内するものとする。 
 
（協議） 
第 13条 この協定に定める事項を円滑に推進するため、甲と乙は随時協議を行うものとす
る。 

 
（改正、疑義等の協議） 
第 14条 この協定の改正又は廃止等、若しくは本協定の運用等に関する疑義等については、
双方の意見を交換し、決定、解決するものとする。 

 
 
     平成 23年 10月 5日 

 
  甲 公立大学法人名古屋市立大学 

   理事長  戸苅 創 
 
     乙 名古屋市立大学生活協同組合 
       理事長  森  徹 
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